
建設業における墜落・転落災害等の防止
・墜落防止用保護具について、原則としてフル

ハーネス型とし、墜落時の落下距離に応じた

適切な保護具の使用の徹底

・解体工事における安全対策について検討

・2020年東京オリンピック･パラリンピック競技

大会 の施設工事について、長時間労働の縮減

も含めて労働災害防止対策の徹底

・自然災害に被災した地域の復旧・復興工事に

おいて労働災害防止対策の徹底

・建設工事従事者の安全及び健康の確保に関す

る基本的な計画に基づく取組施策の着実かつ計画的な実施

製造業における施設、設備、機械等に起因する災害等の防止
・危険性の高い機械等について、製造時のリスクアセスメントを確実に実施するための

方策の検討。残留リスク等の情報を使用者に確実に提供する方策を検討

・信頼性の高い自動制御装置によって機械等を監視・制御する場合などに、柵などの設

置等の危険防止措置、点検・監視や有資格者の配置などの特例を検討

・経済産業省及び中央労働災害防止協会と連携した、製造業安全対策官民協議会の検討

結果の周知による事業場の自主的な安全確保の促進

・高経年施設・設備に対する点検・整備等の基準を検討

・安全投資を促進するインセンティブを高めるための方策について検討

・災害が多発している食料品製造業については、関係省庁と連携しつつ、職長に対する

教育の実施等を推進

・建設業での職長の再教育を、製造業でも実施できるようカリキュラム等の策定を検討

【フルハーネス型安全帯】

林業における伐木等作業の安全対策
・｢伐木等作業における安全対策のあり方に関する検討会｣の議論の結果を踏まえ、安全

対策の充実強化を図るとともに、その周知徹底について林野庁や関係団体等と連携

・林野庁と連携し、林業普及指導員等による伐木等作業現場での労働災害の防止対策に

ついて指導の充実

・休業６か月以上の災害の分析を実施。重篤な災害に対する原因究明及び同種災害の防

止対策の検討

・経過措置により最新基準の適用が猶予された機械等の更新を促進するための支援措置

等について検討

（３）最新基準が適用されていない既存の機械等の更新促進

（１）業種別・災害種別の重点対策の実施
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正しく使おうフルハーネス
(建設業労働災害防止協会)

１ 死亡災害の撲滅を目指した対策の推進

（２）重篤な災害の防止対策

企業における健康確保措置の推進
・法定の健康診断やその結果を踏まえた就業上の措置のみならず、労働者の健康管理に

関して、経営トップの取組方針の設定・表明等、企業の積極的な取組を推進。また、

労働者は、自らも健康の保持増進に努める

産業医・産業保健機能の強化
・医師による面接指導や産業医・産業保健スタッフによる

健康相談等が確実に実施されるようにし、労働者の健康

管理を推進

・産業医等が医学専門的な立場から労働者の健康確保のため

により一層効果的な活動を行いやすい環境を整備

・産業医の質・量の確保、地域偏在等の問題の改善、産業医の選任義務がない小規模事

業場における産業保健機能強化のための支援、産業医や看護職等の産業保健スタッフ

から構成されるチームによる産業保健活動の推進、産業医科大学による産業保健分野

の人材育成の推進のために必要な方策について検討し、対策を講じる

・衛生委員会等の活動の活性化を図るため、産業医に衛生委員会等の参加を促すなどの

取組を進め、必要に応じ、衛生委員会等の審議事項等の見直しを検討

・時間外労働の上限規制による過重労働の防止、長時間労働者に対する健康確保措置と

して、医師による面接指導の対象者の見直しや労働時間の客観的な把握等の労働者の

健康確保を強化

（２）過重労働による健康障害防止対策の推進
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２ 過労死等の防止等の労働者の健康確保対策の推進

（１）労働者の健康確保対策の強化

○ 「衛生委員会」における調査審議
○ 「心の健康づくり計画」の策定
○ 「メンタルヘルス推進担当者」の選任
○ 教育研修の実施
○ ストレスチェックの実施
○ 職場環境の把握と改善 等

労働者の心の健康の保持増進のための指針
労働安全衛生法に基づき厚生労働大臣が公表した指針（平成18年・平成27年改正）

４つのケアの推進
・セルフケア
・ラインによるケア
・産業保健スタッフによるケア
・外部機関によるケア

職場におけるメンタルヘルス対策の原則的な実施方法を定めるもの

メンタルヘルス対策の具体的取組


